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復活の主日（日中） (ヨハネ 20:1-9) 
聖書の言葉を、二人はまだ理解していなかった 

 

あらためて主の復活おめでとうございます。復活徹夜祭と復活の主
日日中のミサは、同じ復活の主日と思われがちですが、朗読される福音
が違うということ一つを取り上げても、私は違うミサだと思っています。
つまり、別々にあずかってほしいミサだということです。  

ある人は、「復活徹夜祭にあずかったから、明けて復活の主日日中
のミサは行かなくてもよい」と考えているかもしれません。先週のミサ
でしたら、繰り上げミサと当日のミサは朗読が全く同じなのですから、
それは当日あずかれない人が繰り上げミサで務めを果たすというのはも
っともなことです。  

ですがこの復活を祝う両方のミサは、選ばれた聖書朗読が違います
から、同じミサとは言えないと思うのです。もし「両方とも同じだから
どちらかあずかればよい」と考えていた人がいらっしゃれば、来年から
は改めましょう。同じことは「主の降誕」にも当てはまります。  

さてこの日の日中のミサは、少し切り口を変えて考えてみましょう。
マグダラのマリアがからの墓に驚き、弟子たちに自分たちが見たことを
告げました。ペトロともう一人の弟子が墓に向かいます。この二人につ
いて最後にこう書かれています。  

「シモン・ペトロも着いた。（中略）それから、先に墓に着いたも
う一人の弟子も入って来て、見て、信じた。イエスは必ず死者の中から
復活されることになっているという聖書の言葉を、二人はまだ理解して
いなかったのである。」（20・6-9）  

もしかしたら、シモン・ペトロ一人では、イエスの復活に思い至ら
なかったかもしれません。また、もう一人の弟子、おそらくヨハネのこ
とだと思いますが、かれもまた、一人ではイエスの復活を信じることは
できなかったかもしれません。つまり、彼らは二人で出来事を思い巡ら
しているうちに、聖書の言葉「イエスは必ず死者の中から復活されるこ
とになっている」ということを理解したのではないでしょうか。  

今年、聖週間の一連の説教を「イエスをどのように呼ぶか」という
ことで考えてみたのですが、受難の主日を迎えた直後には、まだ今日の
復活の主日までのつながりについて道筋は見えていませんでした。とこ
ろが月曜日と火曜日、どのように聖週間全体の説教をまとめるかを人に
話してみたら、はっきりと道筋が見えたのです。一人で考えているとき
には見えそうで見えなかった道筋でしたが、だれかと分かち合った時に、
道筋がはっきり見えたのでした。  

これは、シモン・ペトロともう一人の弟子が空の墓で体験したこと
に重なると思います。イエスが復活し、暗く沈んでいた弟子たちの心に
光を届けてくれました。そのとき一人で救われたのではなく、複数の人
が助けを求めて一緒に思い巡らしているときに、救いの光が差してきた
のです。  



私たちにとってもそれは同じことではないでしょうか。人は一人で
救われるのではないのです。かつてイエスが言われたように、「二人ま
たは三人がわたしの名によって集まるところには、わたしもその中にい
るのである」（マタイ 18・20）複数の人がイエスについて学びあったり
語り合ったりするところに、求めるものが与えられるのだと思います。  

そこで一つの呼びかけをして説教を結びたいと思います。復活の喜
びは、一人で心に持ち続けるのではなく、二人三人で、分かち合うべき
だということです。複数の人が集まると言っても、皆がイエス・キリス
トへの信仰を持っている必要はありません。だれかと一緒にイエス・キ
リストの復活を語り合うとき、そこに復活の主がおいでになり、喜びと
希望を与えてくださる、復活した主を理解する恵みが与えられるという
ことです。  

わたしたちは四六時中同じ信仰を持つ仲間と時を過ごしているわけ
ではありません。むしろ、違う信仰の人と、あるいは信仰すら持たない
人と席を共にしていることのほうが多いと思います。家庭の中にあって
も、自分一人カトリック以外の宗教の家に嫁いでいることも考えられま
す。だれともイエス・キリストのことを語り合ってこなかったかもしれ
ません。  

そうではなく、だれかと復活したイエスのことを分かち合うとき、
あなたに復活した主への理解が授けられるのです。私一人がイエスを信
じている場所でも構いません。自分の持っている信仰を分け合うとき、
それまで以上の理解を、分かち合ったことで授けられると思います。い
つかそのことが、そばにいる人にイエス・キリストを知る機会を与えて
くれて、身近な福音宣教に結びついていきます。  

まっすぐにイエスについて行ったシモン・ペトロと、イエスの愛す
る弟子だったヨハネ、この二人であっても一人だけではイエスの復活を
十分理解できなかったのです。考えてみれば、イエスの復活は複数の人
がいる場所で示されています。墓に最初に言った婦人たち、家に閉じこ
もっていた弟子たち、エマオに向かう弟子たちなどです。私たちは孤独
のうちに復活を読み解くのではないのです。  

そこでもう一肌脱いでもらう必要があります。残念ながらこの社会
には、孤独に生きる人、一人きりで復活の主日に家庭で祈っている人、
そういう人がいるはずです。ぜひ訪ねて行って、二人または三人で主の
復活を迎えられるようにしてほしいと思います。共に主の復活を祝うう
とき、私たちの喜びは何倍も深まるのです。  
 

神のいつくしみの主日 (ヨハネ 20:19-31) 


